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「くにたち公民館だより」
デジタルブック

一
般
に
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
＝

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
に
よ
る
美
術
」
と
理

解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
よ
り

広
範
な
概
念
で
あ
り
、
多
様
性
を
尊
重

し
た
包
摂
社
会
の
実
現
に
も
関
わ
る
も

の
で
す
。
講
座
で
は
、
１
９
４
０
年
代

に
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
、
西
洋
の
合
理
主
義
へ
の

批
判
と
し
て
生
ま
れ
た
ア
ー
ル
・
ブ
リ

ュ
ッ
ト
の
歴
史
的
背
景
か
ら
、
現
代
社

会
に
お
け
る
役
割
に
至
る
ま
で
、
幅
広

い
解
説
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
、
作
品
の
商
業
的

価
値
や
技
術
的
な
完
成
度
で
は
な
く
、

作
家
の
内
面
的
な
衝
動
や
創
作
意
欲
を

重
視
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
純
粋
な
創

造
の
プ
ロ
セ
ス
や
創
作
活
動
そ
の
も
の

に
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、

現
代
に
お
い
て
も
重
要
な
視
点
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と

商
業
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
場
に
作
品
が
流
通

す
る
こ
と
で
、
作
家
の
生
計
を
支
え
る

手
段
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
作
品
を

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
よ
っ
て
商
品
化
し
、

社
会
に
広
め
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
市
場
的
な
価
値
の
有
無
で
作

品
が
評
価
さ
れ
た
り
、
創
作
活
動
の
純

粋
性
が
保
た
れ
る
の
か
と
い
っ
た
課
題

も
顕
在
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
持
続
的

な
制
作
活
動
を
支
援
す
る
存
在
も
不
可

欠
で
す
。
会
場
か
ら
も
、
現
場
の
声
や

持
続
可
能
性
の
あ
る
支
援
の
形
な
ど
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
座
を
通
じ
て
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ

ッ
ト
の
持
つ
潜
在
的
な
可
能
性
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。
講
師
の
大
内
さ
ん

は
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
従
来
の

美
術
の
枠
を
超
え
、
し
ょ
う
が
い
の
あ

る
人
や
社
会
の
周
縁
に
い
る
人
々
の
多

様
な
表
現
を
包
含
す
る
も
の
と
定
義
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ

ュ
ッ
ト
は
文
化
芸
術
の
枠
を
超
え
、
誰

も
が
包
摂
さ
れ
る
社
会
を
目
指
す
道
標

と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
東
京
都
渋
谷
公
園
通
り
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
制
作
者
と
鑑
賞
者
の
つ
な
が
り
を
促

進
し
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
普
及

や
作
家
の
社
会
と
の
関
係
性
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

講座参加者の声
公民館では年間を通してさまざまな主催講座が行われています。
今回は講座に参加された方々にいただいた感想をまとめました。参
加していない方にも、講座参加者の声から学びを味わっていただけ
ると幸いです。

ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト
の
魅
力
と
可
能
性

ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト
の
魅
力
と
可
能
性��
��

：
包
摂
社
会
へ
の
道
標
と
し
て

：
包
摂
社
会
へ
の
道
標
と
し
て

森　森　
恵恵け

い
け
い

明明め
い
め
い

講座担当者から
近隣市でもアール・ブリュット

の作品展が行われており、その意
義や社会にもたらす作用につい
て皆さんと考えてみたいと思い
企画しました。本講座では、その
歴史や可能性について知ること
ができ、活発な質疑応答が交わ
され、表現そして包摂的な社会に
ついて考える機会となりました。

２０２５年３月１日〈文化・芸術講座〉

アール・ブリュット、
�その魅力と可能性を探る
～アートから学ぶ
� 社会における多様性～

講師：大内　郁
かおる

展覧会「あしたのおどろき」（２０２０）会場風景
画像提供：東京都渋谷公園通りギャラリー
撮影：柿島達郎

講師に大内郁さん（写真・東京都渋谷公園
通りギャラリー学芸員）をお招きし、アール
・ブリュットの成り立ちや歴史、さらに代表
的な作家や作品について解説いただき、この
概念が広く知れ渡ることの意義についてお話
しいただきました。
＊アール・ブリュット（Art Brut）とは？
さまざまな解釈がありますが、美術の専門教
育を受けることなく、自己表現として独自に
制作された作品を表します。
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

・
こ
の
度
の
企
画
に
際
し
参
加
し
た
理

由
は
、
私
の
祖
父
、
重
田
英
二
が
台
北

で
「
菊
本
百
貨
店
」
を
設
立
し
て
お
り

ま
し
た
事
も
あ
り
、
よ
い
機
会
だ
と
思

い
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６
年
ほ
ど
前
に
は
親
戚
一
同
で
祖
父

の
台
北
で
の
「
足
跡
を
辿
る
」
旅
へ
出

か
け
て
き
ま
し
た
が
、
台
湾
統
治
時
代

の
背
景
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
今
回
の
講
座
の
お
陰
で
理
解

で
き
ま
し
た
。

定
員
も
満
席
の
状
態
で
活
気
に
溢
れ
、

原
口
先
生
の
わ
か
り
や
す
い
お
話
に
加

え
、
映
像
を
交
え
て
の
講
座
で
し
た
の

で
、
当
時
の
台
湾
の
様
子
が
よ
く
わ
か

り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

「
台
湾
統
治
時
代
」
の
記
憶
を
鮮
明

に
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
新
元
さ
ん

の
お
話
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

参
加
者
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

参
加
者
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
暮
ら
し
の
て
し
ご
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ

「
暮
ら
し
の
て
し
ご
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
」「
民
藝
へ
の
招
待
」に
参
加
し
て

プ
」「
民
藝
へ
の
招
待
」に
参
加
し
て

Ｎ
．Ｎ
Ｎ
．Ｎ

※
内
容
は
抜
粋・編
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
は
抜
粋・編
集
を
し
て
い
ま
す
。

２０２５年１月２５日～３月１日（全５回）〈一橋連携講座〉

日本統治期台湾文化史に見る台湾人の足跡
－１９３０年代の映画・音楽・弁士を読み解く－

・
湾
生
（
ご
本
人
曰
く
絶
滅
危
惧
種
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
）
の
生
々
し
い
当

時
の
話
を
聞
く
事
が
で
き
て
と
て
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
重

み
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
最
後
に
講
座

の
テ
ー
マ
が
み
え
ま
し
た
。「
わ
か
り

や
す
い
通
説
に
対
し
て
本
当
か
と
考
え

て
み
る
こ
と
」
は
と
て
も
重
い
こ
と
ば

で
し
た
。

講師に原口直希さん（東京大学
大学院博士課程・DC1／一橋大学
大学院言語社会研究科修士修了）、
第３回には実際に日本統治期の台
湾に生まれた「湾

わん

生
せい

」で、戦後引
き揚げた新

にい

元
もと

久
ひさし

さんにお越しいた
だきました。

１８９５（明治２８）年から１９４５（昭和２０）年のおよそ５０年間にお
よぶ日本統治下で暮らす台湾人について、今回は１９３０年代の映
画・音楽・弁士といった大衆文化などから読み解きました。統
治と抵抗の単純な二項対立では片付けられない複雑さについ
て、当時の貴重な資料や映像を交えながら、ともに考える機会
となりました。また、新元さんには１４歳まで過ごした、実際の
統治期の台湾における暮らしをお話いただきました。

第３回ゲストの新元久さん。
新元さんは日本引き揚げ後、
明治製菓に勤め、「きのこの
山」などの商品開発をされ
ました。

毎
月
ポ
ス
ト
に
届
く
「
公
民
館
だ
よ

り
」
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
一

市
民
で
す
。
シ
ン
プ
ル
な
紙
面
の
な
か

２０２５年１月２６日、２月１６日

暮らしのてしごとワークショップ
－はじめての木工と籐

とう

のカゴ編み－

２０２５年２月１５日、２月２２日

「民藝」への招待
－柳

やなぎ

�宗
むね

悦
よし

が提唱した民藝の魅力－

なども伺い、「用の美」にふれる時間となりました。ワ
ークショップ第１回には市内のシェア工房クミタテにて、
木のスプーンづくりを、第２回には公民館にて、籐のカ
ゴ編みを行いました。講師の丁寧な解説のもと、参加者
同士で語らいながら「てしごと」を楽しみました。

座学と実技ワークショップの関連講座2つをシリーズ
で実施しました。第１回は思想家の柳宗悦の生涯と仕事
と思想、民藝運動のひろがりを、第２回はバーナード・
リーチや河井寛次郎ら民藝運動にかかわった作家たち、
民藝の作品や見方を紹介いただきました。展示の舞台裏

↑大工講師の武藤健さん。
（木工作家／ DIY 工房クミタテ）

↓カゴ編み講師の大江田秋さん。
（カゴ作家／ DIY 工房クミタテ）

↓民藝への招待講師の
森谷美保さん。（美術史家）

日本統治時代の台湾で起こった原住民セデック
族による抗日蜂起「霧社事件」を描いた全２部の
本作の自主鑑賞会を企画します。

映画『セデック・バレ』（監督：魏徳聖）

と　き：５月１１日（日）朝１０時～昼１時
　　　　セデック・バレ第一部　太陽旗
　　　　５月２４日（土）昼２時～夕５時
　　　　セデック・バレ第二部　虹の橋
ところ：公民館　３階講座室
申　込： フォームより  

https://forms.gle/E３r6vAq67jZnPhtg９

講座参加者による自主鑑賞会 講座担当者から
難しいテーマだと感じました

が、講師と参加者の熱意、豊富
な資料、ゲストのお話を通じて、
回を追うごとに学びが深まるの
を感じました。これは連続講座
ならではの良さだと思います。
講座終了後、さらに学びたい参
加者たちによる、映画の自主鑑
賞会の企画にもつながりました。
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に
、
楽
し
い
企
画
や
利
用
者
の
声
な
ど

情
報
が
充
実
し
て
い
て
、
と
て
も
読
み

ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。
毎
号
面
白
い
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
年
始
は

「
も
の
づ
く
り
」
と
い
う
大
好
き
な
テ

ー
マ
が
。
あ
ま
り
器
用
で
は
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
が

勝
り
、
参
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
先
生
方
の

的
確
で
丁
寧
な
ご
指
導
の
下
、
木
工
で

は
小
刀
、
や
す
り
掛
け
、
オ
イ
ル
塗
り

…
…
、
カ
ゴ
で
は
ひ
た
す
ら
編
み
作
業

…
…
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
、

何
と
か
完
成
。
お
手
本
か
ら
は
程
遠
い

出
来
栄
え
で
す
が
、
愛
着
の
感
じ
ら
れ

る
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
を
と
お
し
て
、
も
の
づ
く

り
の
さ
ま
ざ
ま
な
良
さ
に
気
が
付
き
ま

し
た
。
一
つ
は
「
没
頭
さ
せ
て
く
れ
る

と
こ
ろ
」。
自
分
の
手
を
動
か
し
、
黙

々
と
素
材
と
向
き
合
う
時
間
は
自
然
に

無
心
に
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
、
精
神
的

に
も
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。
二
つ
め
は

「
も
の
を
見
る
目
が
養
わ
れ
る
」。
自

分
な
り
の
理
想
を
追
求
し
よ
う
と
、
職

人
の
作
品
や
使
い
や
す
い
と
感
じ
る
道

具
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。
三
つ
め
は
「
つ
く
れ
ば
、

誰
で
も
作
家
！
」。
い
ろ
い
ろ
粗
が
あ

っ
て
も
自
分
の
作
品
を
見
て
い
る
と
、

い
つ
に
な
る
か
不
明
の“
次
な
る
作
品
”

へ
の
創
作
意
欲
も
湧
い
て
き
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

同
時
期
に
「
民
藝
」
の
講
座
に
も
参
加
。

こ
れ
ま
で
美
術
館
や
本
な
ど
で
何
と
な

く
眺
め
て
観
て
い
た
民
藝
作
品
で
し
た

が
、
手
仕
事
の
歴
史
と
先
人
た
ち
の
知

恵
や
技
の
価
値
に
気
づ
き
、
た
く
さ
ん

の
書
物
を
書
い
た
柳
宗
悦
の
審
美
眼
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
専
門
的
で
あ
り

な
が
ら
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た

く
さ
ん
散
り
ば
め
ら
れ
た
、
森
谷
美
保

先
生
の
解
説
は
、「
て
し
ご
と
中
」
の

私
に
と
っ
て
、
刺
激
あ
ふ
れ
る
興
味
深

い
お
話
で
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
感
の
あ
る
２
種
類
の
講
座

に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
豊
か
な
気
持

に
な
れ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
公
民
館
の
み
な
さ
ま
、

ま
た
楽
し
い
企
画
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

講座担当者から
てしごとをとおして、ものと語ら
い、人と語らう。地域で出会い、
つながり、世界が広がっていく。
それらが古くからの日本の手わざ
と重ね合わせ追体験できたら、と
「てしごと」と「民藝」のシリー
ズ講座を企画しました。連綿と続
く営みの豊かさを実感する機会と
なりました。

講座担当者から
昨年度から今年度にかけて社会
教育施設３館が設立７０年（公民
館）・５０年（中央図書館）・３０年
（郷土文化館）を迎えるにあたり、
あらためて「社会教育」や「公
共」とは何か考えたいと企画しま
した。ともに学び合う姿勢は公民
館とも響き、たくさんのヒントがち
りばめられていました。

© ２０17 EX LIBRIS Films LLC – All Rights Reserved
映画のワンシーン。

丁寧な手作業でカゴを作ります。

２０２５年２月１６日〈公民館・中央図書館・郷土文化館 連携事業〉

ドキュメンタリー映画上映会
ニューヨーク公共図書館　エクス・リブリス

図書館の舞台裏を、巨匠フレデリック・ワイズマン監督が描くド
キュメンタリー。知の集積を、いかに市民に還元していくか。予算
確保のための会議、困難を抱える人への支援、さまざまな講演会や
ワークショップ……。現場の熱量と NY の空気が伝わってきます。

ワ
イ
ズ
マ
ン
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
で
有
名
な
監
督
で
す
が
、
公
民
館

だ
よ
り
を
見
て
、
え
っ
、
人
が
集
ま
る

か
し
ら
な
ん
て
心
配
し
ま
し
た
が
、
受

付
初
日
で
定
員
オ
ー
バ
ー
で
す
っ
て
？　

３
時
間
２５
分
の
長
尺
映
画
、
観
る
だ
け

で
も
、
大
変
な
の
に
。

ど
こ
で
も
予
算
は
き
び
し
い
よ
う
で

す
ね
。
運
営
会
議
の
た
び
に
、
市
・
州

の
担
当
者
や
議
員
た
ち
に
「
図
書
館
」

運
営
維
持
の
必
要
性
を
い
か
に
訴
え
る

か
、
寄
付
を
ど
こ
に
働
き
か
け
る
か
、

侃け
ん
侃け

ん
諤が

く
諤が

く
で
す
。
多
く
読
ま
れ
る
本
を

置
く
の
か
、
良
書
を
揃
え
る
か
、
電
子

図
書
を
望
む
人
が
多
い
が
、
紙
の
本
は

残
さ
な
く
て
良
い
の
か
、
な
か
な
か
結

論
は
出
ま
せ
ん
ね
。

古
い
写
真
や
地
図
の
電
子
化
の
作
業
、

音
声
入
力
、
読
む
人
、
音
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
人
、
二
人
で
や
っ
て
い
る
。
次
か

ら
次
へ
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
、
出
庫
返

却
の
地
道
な
作
業
。
講
演
会
、
イ
ベ
ン

ト
に
は
大
物
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
作
家

が
出
て
き
た
の
は
、
流
石
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
。
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
説
明

や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
無
く
、
話
に
つ
い

て
い
く
の
が
大
変
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
余
計
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
流
れ
な
い
。
写

さ
れ
る
人
た
ち
の
語
り
を
み
る
こ
と
に

な
る
。
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
か
ら

情
熱
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
会
議
の
ス
タ

ッ
フ
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
語
る
。
直
接
語

る
。
読
書
会
は
口
の
字
型
に
座
り
、
お

互
い
向
き
合
っ
て
、
語
っ
て
い
た
。

最
後
の
講
演
者
が
『
プ
リ
ー
モ
・
レ

ー
ヴ
ィ
』
に
つ
い
て
語
っ
て
い
て
嬉
し

か
っ
た
。
去
年
い
く
つ
か
読
ん
で
ハ
マ

っ
た
本
だ
っ
た
か
ら
。
こ
の
映
画
に
近

づ
け
た
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、
聞
き
手

が
、
あ
な
た
は
、
音
楽
も
好
き
で
、
と

い
っ
た
時
、
バ
ッ
ハ
の
ゴ
ル
ド
ベ
ル
ク

が
流
れ
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
と
な
っ
た
。

曲
が
流
れ
て
き
た
時
、
こ
の
映
画
と
お

別
れ
な
ん
だ
な
と
、
急
に
寂
し
く
な
り

ま
し
た
。
も
っ
と
、
観
て
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

今
回
、
特
別
企
画
と
は
い
え
、
こ
の

映
画
を
公
民
館
で
観
る
こ
と
が
で
き
て
、

良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
映
画
を
選
ん
だ

こ
と
、
く
に
た
ち
公
民
館
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
公
共
図
書
館
、
近
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
椅
子
が
新
し
く
な
っ
て
、
思
っ

て
い
た
よ
り
楽
で
し
た
。

映
画『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図

映
画『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図

書
館
書
館  

エ
ク
ス
・
リ
ブ
リ
ス
』

エ
ク
ス
・
リ
ブ
リ
ス
』

を
く
に
た
ち
公
民
館
で
観
て

を
く
に
た
ち
公
民
館
で
観
て

岩
井
と
し
え

岩
井
と
し
え



https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kurashi/shisetsu/3/11114.html
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北極圏に位置するデ
ンマーク自治領グリー
ンランド。人口の８割
以上は先住民であり、
雄大な自然が広がって
います。

そんなグリーンラン
ド東部の小さなチニツキラーク村にデンマークから新人教
師が赴任することを聞いた監督が、その青年を中心に登場
人物全てを本人が演じるというリアリティとフィクション
を交えて描いたのがこの映画です。

子ども達にデンマーク語を教えるために赴任した青年教
師アンダース。言語、習慣、考え方の違いから授業はうま
くいかず、村人たちともなじめずに孤立してしまいます。

そんな時、狩猟のために学校を休んだ児童アサーを叱る
つもりで家を訪れたことをきっかけに、この地で暮らす人
々の生活の知恵や生き方に徐々に惹かれていくのです。

【お話】髙橋　美
み

野
の

梨
り

（北海学園大学）
上映終了後、グリーンランドの研究者である髙橋さんに、

グリーンランドの文化や社会などについてお話を伺います。
※講師はオンライン中継でお話します。

と　き　６月７日（土）昼２時～５時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　7０名（申込先着順）
申込先　５月９日（金）朝９時～
 電話またはホームページより

講　師　山田　修平�
（NPO 法人東京学芸大こども未来研究所）

表現として色水の混色を楽しんだり、
身の回りの材料で色水実験をしたり親子
で色水を楽しみましょう。

大人もびっくり楽しめる安全な実験と
なります。

『北の果ての小さな村で』『北の果ての小さな村で』
フランス　２０１７年　カラー９４分フランス　２０１７年　カラー９４分

監督・撮影・脚本　サミュエル・コラルデ監督・撮影・脚本　サミュエル・コラルデ

〈映画＆お話―多文化共生講座〉〈映画＆お話―多文化共生講座〉

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

楽しい色水の世界　色水実験を楽しもう楽しい色水の世界　色水実験を楽しもう

監督　アルフレッド・ヒッチコック
出演　ジェームズ・スチュアート、グレイス・ケリーほか

「サスペンスの神様」と呼ばれた巨匠アルフレッド・ヒ
ッチコックの代表作。

足を骨折したカメラマンが退屈しのぎに向かいのアパー
トをのぞき見していたところ、なんと殺人事件を目撃！動
けない主人公に殺人犯の魔の手が迫る！主人公が動けない
という状況、狭いアパートの一室という限られた空間を最
大限に活かして緊迫感を盛り上げていく演出は、さすがヒ
ッチコック！

主人公の恋人を演じたグレイス・ケリーの美しさも必見。

と　き　５月２５日（日）昼２時～（開場昼１時３０分）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　7０名（申込先着順）
申込先　５月１３日（火）朝９時～
 電話またはホームページより
＊ 事前申し込み制となっています。必ず電話、窓口、ホーム

ページのいずれかの方法にて事前にお申し込みください。
＊日本語字幕付きの上映となります。ご了承ください。

講　師　山岸　郁
いく

子
こ

（日本大学・日本近代文学）

５月から、８回にわたり様々な日本の文学作品を味わう
「くにたちブッククラブ」が始まります。

講座では、参加者の感想を全体で共有し、講師から作品
の解説をしていただきます。年間通しての参加はもちろ
ん、今回だけの参加も大歓迎です。

と　き　５月８日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
定　員　３０名（申込先着順）
 ※ 参加者多数の場合、市内在住・在学在勤の方を

優先することがあります。
申込先　電話またはホームページより申込

＊詳しくはホームページをご確認ください。

―自分と「似ているもの」／「似ていないもの」――自分と「似ているもの」／「似ていないもの」―
〈くにたちブッククラブ〉

〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　公民館映画会〉　公民館映画会〉

アメリカ　１９５４年　カラー１１２分　※ DVD版アメリカ　１９５４年　カラー１１２分　※ DVD版
Rear WindowRear Window
『裏窓』『裏窓』

☆ 公民館では、工作や実験遊びなど、親子で参加でき
る講座を実施しています。今年度は９月、１１月、１
月、３月に実施予定です。各回のお知らせは、実施
月または実施日の前月に「公民館だより」及びホー
ムページに掲載いたします。

と　き　５月３１日（土）第１回：朝１０時～１１時
	 	 第２回：昼１１時１５分～１２時１５分
ところ　公民館　地下ホール
持ち物　飲み物、汚れてもいい服装
対象・定員　子ども（３歳から小学生まで）と保護者

各回１２組（家族単位です）
※初めての方優先。
　応募者多数の場合抽選。

申込先　５月１２日（月）夜９時までの間に、
 ホームぺージよりお申し込みください。

（新潮文庫）
※文庫の書名は『阿部一族・舞姫』

（c）２０18 Geko Films and France 3 Cinema（c）２０18 Geko Films and France 3 Cinema

森鴎外『舞姫』森鴎外『舞姫』



(5) 公民館主催講座の申込先・お問合せ先　公民館☎042-572-5141

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

３
月
２５
日
（
火
）
第
３５
期
第
５
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
館
長
、
職

員
５
名
出
席
。
傍
聴
人
４
名
。

前
回
議
事
録
確
認

議
事
録
修
正
あ
り
。

報
告
事
項

○
館
長
人
事
の
有
無
に
つ
い
て
館
長
よ

り
報
告
。
今
回
は
異
動
の
内
示
無
し
。

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
の
会
、
東
京
都
公
民
館

連
絡
協
議
会
、
担
当
委
員
よ
り
報
告
。

審
議
事
項

○
市
長
・
教
育
長
と
の
懇
談
に
つ
い
て
、

依
頼
文
案
と
懇
談
の
内
容
を
検
討
。
４

月
に
懇
談
を
予
定
。

○
現
在
の
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
、
職

員
３
名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、「
天
体
観
測
」

「
生
活
の
た
め
の
日
本
語
講
座
」「
中

高
生
の
た
め
の
学
習
支
援
」
に
つ
い
て

報
告
。
そ
の
後
、
公
運
審
委
員
か
ら
の

質
疑
と
意
見
交
換
。

○
第
４
回
定
例
会
で
職
員
よ
り
提
案
の

あ
っ
た
公
民
館
の
利
用
要
件
に
関
す
る

運
用
変
更
等
に
つ
い
て
審
議
。

○
４
～
６
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
検
討
。
職
員
か
ら
の
事
業
報
告
の
続

き
を
行
う
こ
と
、
公
運
審
委
員
各
々
か

ら
調
査
研
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
募
る
こ

と
を
確
認
し
た
。 

（
木
島
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

４
月
８
日
（
火
）
第
３５
期
第
６
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
館
長
、
職

員
４
名
出
席
。
傍
聴
人
３
名
。

前
回
議
事
録
確
認

議
事
録
修
正
あ
り
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
の
会
、
東
京
都
公
民
館

連
絡
協
議
会
、
社
会
教
育
学
習
会
担
当

委
員
よ
り
報
告
。

○
館
長
よ
り
４
月
１
日
付
で
、
転
出
１

名
の
人
事
異
動
の
報
告
。
公
民
館
に
転

入
し
た
職
員
の
紹
介
。

審
議
事
項

○
市
長
・
教
育
長
と
の
懇
談
会
を
４
月

１８
日
（
金
）
に
開
催
決
定
。

○
職
員
２
名
よ
り
、「
作
家
か
ら
見
つ

め
る
韓
国
現
代
文
学
講
座
」、「
平
和
・

近
現
代
史
講
座
」
に
つ
い
て
の
報
告
。

い
ず
れ
も
国
立
ら
し
い
事
業
と
評
価
す

る
意
見
多
数
。
そ
の
上
で
、
セ
ン
シ
テ

ィ
ブ
な
テ
ー
マ
に
お
け
る
中
立
性
の
担

保
、
市
民
活
動
と
の
つ
な
が
り
、
参
加

者
同
士
の
学
び
合
い
の
工
夫
、
職
員
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
と
意
見
交
換
。

○
職
員
よ
り
、
7０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
公
民
館
だ
よ
り
を
読
む
つ
ど
い
や

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
記
念
誌
や
サ
イ
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
の
計
画
に
つ

い
て
報
告
。

○
委
員
長
よ
り
、
審
議
会
で
調
査
検
討

し
た
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
調
査
票
を

配
布
。
５
月
以
降
、
回
答
内
容
を
も
と

に
話
し
合
う
予
定
。

次
回
５
月
１３
日
（
火
）
夜
７
時
１５
分

か
ら
講
座
室
。
傍
聴
歓
迎
。 

（
佐
藤
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

前号の４月号にて、国立市公民館が7０周年を迎えるこ
と、また公民館として記念事業に取り組むことをご案内し
ました。

記念事業の大枠としては、①過去の公民館だよりを手が
かりに公民館の歴史を学ぶ「公民館だよりを読むつどい」
の継続開催、②7０周年を迎える１１月頃を中心に実施する講
演やシンポジウム等のイベント事業、③国立市公民館7０周
年記念誌の作成・発行などに取り組む予定です。

それぞれの取り組みは、市民と一緒に取り組みたいと考
えていますので、普段からサークル活動で公民館を利用し
たり、講座に参加したり、あるいは公民館（活動）に関心
のある市民のみなさんと、取り組みについて一緒に話しあ
う場を設定しました。

助言者の辻浩さんにも、取り組みについて助言をいただ
きたいと思います。ぜひどなたでもお気軽にご参加くださ
い。

助言者　辻　浩
ゆたか

（元名古屋大学教授 
 ・社会教育推進全国協議会委員長）

と　き　５月２７日（火）夜６時～８時
ところ　公民館　３階講座室
申込先　 ５月８日（木）朝９時～ 

電話またはホームページより

―７月分（ロビー８月分）
会場調整会のお知らせ―

申込書のポスト投入期間 ４月２６日（土）～5月２9日（木）

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日
（公民館ＨＰにも掲載）

５月３１日（土）

会場調整会 ６月７日（土）朝１０時～
会場：地下ホール

▶重なり状況

※会場調整会は朝１０時までに受付を済ませてください。

会場申込の詳細はホームページをご確認
いただくか、公民館にお問い合わせくだ
さい。 ▲申込方法詳細

★８月以降の予定
使用月
（ロビー）

申込書の
ポスト投入期間

重なり団体
掲示日 会場調整会

８月（９月） ６月７日㈯～
６月２６日㈭ ６月２８日㈯ ７月５日㈯

９月（１０月） ７月５日㈯～
７月２４日㈭ ７月２６日㈯ ８月２日㈯

１０月（１１月） ８月２日㈯～
８月２８日㈭ ８月３０日㈯ ９月６日㈯

１１月（１２月） ９月６日㈯～
９月２５日㈭ ９月２７日㈯ １０月４日㈯

★「申込書」を提出していない団体の予約方法
・２階事務室での受付…会場調整会当日の午後２時～
・電話での仮予約…会場調整会当日の午後３時～
※ 受付期間：午前９時～午後５時（月曜、祝日、年末年始

を除く）

公民館公民館７０７０周年事業を周年事業を
ともに考える会ともに考える会
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ひ
ろ
ば

国
立
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
体
験
会

ビ
ル
ゲ
イ
ツ
、
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
も
愛

好
し
て
い
る
今
を
時
め
く
新
ス
ポ
ー
ツ
。

テ
ニ
ス
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
の
要

素
を
併
せ
持
ち
、
幅
広
い
層
が
プ
レ
ー

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
を
！

日
時　
主
に（
月
）（
水
）（
日
）昼
夕
に
開
催
中
！

場
所　
Ｆ
Ｓ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ（
総
合
体
育
館
）

連
絡
先　

冨
田
０９０
（
５３１７
）
２
２
１
７

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
「
ソ
ラ
ー
ナ
」

市
内
で
活
動
中
の
男
女
エ
ン
ジ
ョ
イ

サ
ー
ク
ル
で
す
。
１０
～
6０
代
ま
で
幅
広

い
年
代
で
毎
週
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

熟
練
指
導
者
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
有
り
。

気
軽
に
体
験
か
ら
で
も
御
連
絡
下
さ
い
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

昼
３
時
～
６
時

場
所　

市
内
小
学
校
体
育
館

連
絡
先　

磯
０８０
（
３２５８
）
６
７
１
１

国
立
あ
ひ
る
グ
ル
ー
プ
団
員
募
集

ア
・
カ
ペ
ラ
の
女
声
合
唱
団
で
す
。

皆
で
声
を
出
し
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
歌

う
こ
と
は
身
心
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま

す
。
未
経
験
で
も
大
丈
夫
。
ご
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
見
学
も
大
歓
迎
！

日
時　

毎
週
金
曜　

昼
１
時
～
３
時
半

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

宮
坂
０４２
（
５７６
）
３
８
７
２

加
害
者
と
し
て
の
戦
争
を
語
る
会

関
東
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
林
博
史

さ
ん
に
、
沖
縄
戦
を
加
害
の
視
点
で
、

な
ぜ
２０
万
人
が
犠
牲
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
の
か
、
今
ま
で
の
研
究

成
果
を
お
聞
き
し
ま
す
。（
無
料
）

日
時　
５
月
６
日
（
火
）
昼
１
時
半
～

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

龍
野
０９０
（
１４６９
）
１
０
９
４

く
に
た
ち
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ア
マ
チ
ュ
ア
弦
楽
合
奏
団

ゴ
ル
ド
ベ
ル
ク
４
声
の
ソ
ナ
タ　

ヘ
レ

ン
ダ
ー
ル
作
品
３
―
６　

ム
フ
ァ
ッ
ト

音
楽
の
花
束
第
２
集　

エ
ル
レ
バ
ッ
ハ

序
曲
第
５
番
よ
り
指
揮
茂
原
暢
入
場
無
料

日
時　
５
月
１１
日
（
日
）
夜
７
時
す
ぎ

場
所　

三
鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

北
垣
０４２
（
５７２
）
５
６
４
１

い
ー
ぜ
「
き
り
が
み
ア
ー
ト
」

潤
い
の
６
月
を
き
り
が
み
ア
ー
ト
し

よ
う
。
感
性
豊
か
な
ひ
と
と
き
・
個
性

豊
か
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ア
ー
ト
。
未

就
学
児
～
何
歳
で
も
。
気
に
入
っ
た
素

材
を
集
め
て
貼
る
だ
け
。
予
約
不
要

日
時　
５
月
２５
日（
日
）昼
１
時
半
～
４
時
半

場
所　
矢
川
プ
ラ
ス
多
目
的
ル
ー
ム（
小
）

連
絡
先　

山
根
０９０
（
２４３６
）
８
４
８
５

「
い
ろ
は
」
無
料
書
道
講
習

筆
ペ
ン
で
美
文
字
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

初
心
者
対
象
。
講
師
・
池
田
聡
翠
。

〈
申
込
〉
５
月
２２
日
～
５
月
３１
日　

左

記
連
絡
先
へ　

電
話
ま
た
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
。

主
催
・
書
道
サ
ー
ク
ル
「
い
ろ
は
」

日
時　

６
月
３
日
（
火
）　

昼
１
時
～

場
所　

公
民
館
３
階
の
会
場
を
予
定

連
絡
先　

清
水
０８０
（
５０３３
）
２
３
２
８

５月７日（水）朝～　生活のための日本語講座
　　８日（木）朝～　シルバー学習室
　　８日（木）夜～　くにたちブッククラブ　森鴎外『舞姫』
　　１０日（土）朝～　しょうがいしゃ青年教室
　　１6日（金）昼～　古典への招待　『万葉集』を読む
　　１７日（土）昼　　�図書室のつどい『しっぽ学』
　　２２日（木）朝～　女性のライフデザイン
　　２４日（土）昼～　�からだであそぼう� �

～のびのびとうごくワークショップ～
　　２５日（日）朝　　�親子で遊ぼう・考えよう� �

『楽しい色水の世界　色水実験を楽しもう』
　　２５日（日）昼　　C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX『裏窓』
　　２７日（火）夕　　�公民館７０周年企画�

「公民館７０周年事業をともに考える会」
６月７日（土）昼　　�〈映画＆お話―多文化共生講座〉� �

『北の果ての小さな村で』

　講座の開催状況などに変更があった場合は、公
民館入り口付近への掲示や、ホームページでお知
らせします。ご不明の点はお問合せください。
公民館　☎０４２（５７２）５１４１ ▲講座等の案内

今月の公民館（５月～６月）

今
回
の
取
材
は
、
私
も
参
加
し
て
い

る「『
月
刊
社
会
教
育
』を
読
む
会
」（
以

下
、「
読
む
会
」）だ
。『
月
刊
社
会
教
育
』

（
※
旬
報
社
）
は
、
各
地
域
の
社
会
教

育
の
理
論
や
実
践
が
研
究
者
、
社
会
教

育
関
係
職
員
、
市
民
等
に
よ
っ
て
綴つ

づ
ら

れ
る
１
９
５
７
年
か
ら
続
く
月
刊
誌
で

あ
る
。
誌
面
か
ら
は
、
執
筆
者
や
読
者

が
草
の
根
で
育
ん
で
来
た
民
主
的
か
つ

自
由
な
社
会
教
育
の
世
界
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
読
者
に
と
っ
て
は
社
会
教

育
の
羅
針
盤
と
も
い
え
る
存
在
だ
。
国

立
市
以
外
に
も
、
全
国
に
た
く
さ
ん
の

「
読
む
会
」
が
あ
る
の
も
興
味
深
い
。

そ
の
「
読
む
会
」
が
国
立
で
始
ま
っ

た
の
は
２
０
１
６
年
。公
民
館
内
の「
喫

茶
わ
い
が
や
」
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
入い

り

山や
ま

頌し
ょ
う

さ
ん
他
が
立
ち
上
げ
た
。
他
地

区
の「
読
む
会
」に
参
加
し
て
い
た
経
験

か
ら
国
立
市
公
民
館
で
も
実
施
し
よ
う

と
動
い
た
の
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
時

期
が
あ
っ
た
も
の
の
、
昨
年
か
ら
再
開

し
、
今
も
ゆ
る
や
か
に
継
続
し
て
い
る
。

取
材
当
日
は
、
市
民
や
仕
事
を
終
え

た
公
民
館
職
員
な
ど
計
９
人
が
参
加
。

『
月
刊
社
会
教
育
』
か
ら
事
前
に
選
ん

だ
最
近
の
二
編
を
輪
読
。「
主
権
者
の

学
び
と
市
民
自
治
」
や
、「
困
難
な
問

題
を
抱
え
る
女
性
の
支
援
」
に
つ
い
て
、

社
会
教
育
の
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
だ

っ
た
。
読
後
は
、
気
に
な
っ
た
点
や
疑

問
等
を
出
し
合
い
、
公
民
館
や
社
会
教

育
に
つ
い
て
自
由
に
語
り
合
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
参
加
動
機
は
、「
職
員

と
市
民
が
一
緒
に
読
ん
で
話
せ
る
の
は

貴
重
な
機
会
」「
社
会
教
育
に
つ
い
て

学
び
た
い
」等
い
ろ
い
ろ
だ
。「
読
む
会
」

に
は
、
読
む
こ
と
や
話
す
こ
と
か
ら
始

ま
る
気
づ
き
が
新
た
な
世
界
と
の
出
会

い
に
つ
な
が
る
社
会
教
育
の
魅
力
が
あ

る
。公

民
館
の
閉
架
本
棚
に
は
『
月
刊
社

会
教
育
』
が
創
刊
号
か
ら
並
ぶ
。
色
褪あ

せ
た
背
表
紙
か
ら
は
長
い
歴
史
と
学
び

の
蓄
積
が
感
じ
ら
れ
る
。「
読
む
会
」

で
は
こ
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
の
選

書
も
行
わ
れ
て
い
る
。

日
　
時　

 

２
か
月
に
１
回　

 

夕
６
時
～
８
時

場
　
所　

公
民
館　

中
集
会
室　

他

連
絡
先　

入
山　

０８０
（
６０９１
）
４
６
６
０

〈
文
・
写
真
　
公
民
館
だ
よ
り

	

編
集
研
究
委
員
　
幸こ

う

島し
ま

　
裕ゆ

う
子こ

〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
４
０
３
〉

「『
月
刊
社
会
教
育
』を

「『
月
刊
社
会
教
育
』を

��

読
む
会
」

読
む
会
」

「社会教育って何だろう」一緒に学びませんか？
※『月刊社会教育』は、2019年9月号より旬報社が発行し、
それ以前は国土社が発行していた。


